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東京都在住ジャイナ教徒にみるトランスナショナリズム
山 本 須 美 子*
Transnationalism and Adaptation by Jains to the Japanese Society in Tokyo 
yamamoTo Sumiko*　　　
Abstract
This paper aims to shed light on the transnational relationship of Jains residing in Okachimachi, 
Taito-ku, Tokyo with India. The paper focuses on the repositioning of their life in Japan as a 
transnational domain and the differences between the parents’ and next generations.
Okachimachi, meaning a ‘jewellery town’, dates back to the Edo period. However, the number of 
Indian jewellers has been increasing, especially since the 1990s. Indian jewellers are engaged in a 
transnational business, where coloured stones and diamonds from around the world are processed 
in Indian factories and then imported into Japan for sale. In some cases, the jewellery business has 
been handed down from generation to generation for 500 years or more, which makes it a unique 
ethnic business in Japan.
From 2017–2019, I conducted an interview survey of six Jains in the age group of 40-60 years 
and five Jains in their teens and 30s living in Tokyo. Furthermore, in September 2019, five jewellers 
were interviewed in New Delhi and Jaipur, India, to understand the jewellery business in India and 
their relationship with relatives living in Okachimachi.
The paper concludes that the parents’ generation runs the jewellery business in Japanese society 
by living amongst a strong Jain community formed in Okachimachi and maintains relationships 
with relatives in India. They maintain their Jain identity and adapt to Japanese society without 
establishing close relationships with the Japanese. However, the next generation is more involved 
in Japanese society both professionally and socially and also maintains relationships with Indian 
relatives while being somewhat involved with the Jain community formed by their parents’ 
generation.
キーワード：ジャイナ教徒，宝石商，御徒町，トランスナショナリズム，適応
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2018 年 6 月法務省在留外国人統計によると，在日インド人人口は 33,271 人で，都道府県
別にみると人口が一番多い東京都は 12,818 人，次いで神奈川県 5,304 人，千葉県 1,746 人，
埼玉県 1,561 人である。在日インド人は，首都圏に集中していることが示されている［法務












教徒の若者は現在 10 代から 30 代となっているが，インドとどのようにトランスナショナル
な関係を築き，親の背景にあるインド文化を継承し，日本社会で生活しているのであろうか。
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本論ではインドとの結びつきの最も核となっていると考えられる宝石ビジネスと親族との結
びつきに着目してインドとのトランスナショナルな関係を捉える。
研究方法としては，2017 年から 2019 年に東京都在住の 40 代から 60 代のジャイナ教徒 6
名（表１参照）と，10 代から 30 代のジャイナ教徒の若者 5 名（表３参照）に，ライフヒス
トリーを構成するインタビュー調査を実施した。また，2016 年 8 月 28 日には，8 日間にわ
たって実施されるジャイナ教の最大の祭りであるパルーシャン（Paryushan）のクライマッ
クスである指導者マハーヴィーラの生誕を祝うマハーヴィーラ・ジャンマバチャン（Mahavir　
Janmavachan）の参与観察を行った。2019 年 10 月 27 日には宝石店で実施されたインドの

























事例 性別 年齢 出身地 来日年 学歴 職業 父親の職業 家族構成
A 女性 45 歳 ムンバイ 1995 年 大卒 夫と共に宝石商 部品工場経営者 インド人夫 ( 宝石商 ), 息子 2
人 ( アメリカとインド在住 )
B 男性 60 歳 アジュメール 1987 年 大学院卒 宝石商 銀行員 インド人妻 , 息子 2 人 (2 人
共イギリス在住 )
C 男性 50 歳 ニューデリー 1990 年 大卒 宝石商 国会勤務 日本人妻 , 息子 1 人 ( インド
留学中 )
D 男性 55 歳 ジャイプール 1996 年 大卒 宝石商 宝石商
インド人妻 , 息子 2 人 ( 長男
( 事例 G) 同居 , 次男 ( 事例 H)
ロンドン留学中 )
E 男性 60 歳 ジャイプール 1990 年 大卒 宝石商 宝石商 インド人妻 , 息子 2 人 ( 長男
香港在住 , 次男 (事例 I)同居 )
Ｆ 女性 53 歳 ジャイプール 1992 年 大学院卒 主婦 , ヨガ講師 綿工場経営者
インド人夫 ( 宝石商 ), 娘 ( 東




事例 性別 年齢 出身地 学歴 職業 父親の職業 家族構成
G 男性 49 歳 ニューデリ― 大学院卒 宝石商 映画製作 妻， 娘， 息子 ( 香港留学中 )
H 女性 40 代 ニューデリ― 大学卒 宝石商 宝石商 夫， 娘
I
(事例Dの弟 ) 男性 48 歳 ジャイプール 大学院卒 宝石商 宝石商 妻， 娘 2 人， 息子
J
(事例Eの弟 ) 男性 60 代 ジャイプール
専門学校
卒
宝石商 宝石商 兄 ( 事例 K) と同居
K
(事例Eの兄 ) 男性 70 代 ジャイプール 大学卒 宝石商 宝石商 弟 ( 事例 J) と同居
出典：筆者作成
表 3　若者世代インタビュー対象者の属性表
事例 性別 年齢 来日年齢 家族構成 父親の職業 父親の出身地 高校まで 大学 職業
L 男性 21 歳 0 歳 両親 ( 父親は事例 D), 
兄 ( 事例 M) 宝石商 ジャイプール 日本の学校 ロンドン 大学生
M 男性 37 歳 18 歳 両親 ( 父親は事例 D), 
弟 ( 事例 L) 宝石商 ジャイプール
インドの寮制
学校 東京 ( 日本語 ) 会社員
N 男性 21 歳 0 歳 両親 , 妹 宝石商 ムンバイ インターナショナル・スクール 東京 (英語コース) 大学生
O 男性 36 歳 8 歳 両親 , 兄 ( インド在
住 ), 妻 ( 日本人 ) 宝石商 ムンバイ
インターナショ
ナル・スクール アメリカ 会社員
P 男性 27 歳 1 歳
両親 ( 父親は事例 E), 
兄 (香港在住 ), 妻 (イ
ンド人 )
宝石商 ジャイプール インターナショナル・スクール カナダ 宝石商
出典：筆者作成
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人人口は，戦争直前にピークがあり 600 人台に達し，戦後一旦減少したが，1970 年には 600
人台に回復した［南・澤 2005: 7］。2018 年 6 月法務省在留外国人統計によると兵庫県在住




2000 年森首相（当時）のインド訪問を契機に，2001 年に IT 技術者へのビザの発給が緩和さ
れたことにより，IT 技術者の首都圏への流入が急増したからである。





International School in Japan ：以下 IISJ と略称）が設立された。2006 年にはシンガポー
ルに本校のあるグローバル・インターナショナル・スクール・イン・ジャパン（Global 
Indian International School in Japan：以下 GIIS と略称）が開校した 。これらインド人学




2019 年 1 月東京都外国人統計によると，東京都在住インド人 12,130 人の内，最も人口が








2013］ はあるが，ほとんどが 2000 年代以降増加したインド人 IT 技術者を対象にしている研
究［例えば，周・藤田 2007，澤・南埜 2009，小山田 2007］である。首都圏に増加した在日
インド人は大学教育を受けたエリート層の 40 代以下の IT 技術者が多い。小山田［2007］は
西葛西に集住する IT 技術者家族を対象とするフィールドワークに基づいて，その生活世界


























































































しいのが現状である［上田 2017: 7-8］。歴史的に見れば，紀元 1 世紀以来，ジャイナ教は
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2011 年の国勢調査によると，ジャイナ教徒の人口は，インドの総人口約 12 億人中，約 0.4％，
450 万人ほどである。ヒンドゥー教徒は 79.8％，イスラム教は 14.2％，キリスト教徒は 2.3％，


















修理と仲買機能を果たすとともに，戦後いち早く 1964 年（昭和 39 年）春から時計・宝飾業
者同士の交換会である「市」も行われるようになり，宝飾品取引の中心地としての地位を確
立していった。1956 年（昭和 31 年）に時計関連卸 11 社で結成した「仲御徒町問屋連盟」も
御徒町が宝飾の街となったきっかけとなった［日本唯一の宝石問屋街ジュエリータウンおか
ちまち HP］。





すい」，「ガーネット」の 6 つの宝石の名前にすることが決定された。1988 年の会員数は 184
社であったが，1995 年には 155 社に減少し，その後の会員数についてはホームページに記載
されていない。2017 年には「ジュエリータウンおかちまち」は創立 30 周年を迎え，「JTO30







在日インド人宝石商は，在日インド人宝石商協会（Indian Japan Jewelers’ Association）
を設立している。2017 年に JTO に加盟していたインド人宝石商は 2 名だけであった。これ
はインド人宝石商にはインド人同士で宝石の貸し借りをするなどの仕事上のネットワークが
確立されていて，日本人宝石商による JTO に加入する必要性がないからだと考えられる。
筆者が 2019 年 7 月にインタビューを実施した D 氏によると，現在在日インド人宝石商協
会の会員数は約 80 社で，ジャイナ教徒による会社とヒンドゥー教徒による会社が半数ずつ加
盟している。約 80 社の内の約 50 社は御徒町に位置する会社，約 20 社は山梨県甲府市に位
置する会社，約 10 社は東京都世田谷区に位置する会社である。甲府市は古くから研磨宝飾産
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2016 年には約 50 世帯であり，ほとんどが真珠ビジネスに携わっていると述べた。
1985 年 6 月 1 日には日本で最初のジャイナ寺院であるバグワン・マハビールスワミ・ジェ
イン寺院（Bhagwan Mahavira Swami Jain Temple）が神戸市中央区北野町に落成した。












から見て寺院であることがわかることはない。他のビルと変わらない 4 階建てビルの 3 階が















筆者が 2019 年 7 月にインタビューを実施した E 氏は，トウキョウ・ジェイン・サンガ（Tokyo 
Jain Sangh）という御徒町周辺に居住するジャイナ教徒が中心になって設立した宗教コミュ













40 代後半女性 A 氏によると，ジャイナ教徒女性が 5 ～ 15 名程集まって，月に 2 回持ち回
りで各自宅において瞑想教室を開催している。以前は瞑想だけではなく食事会も開催してい
たが，食事会を開催するのは大変なので，現在は瞑想だけを実施している。瞑想教室の開催

















多く，最近では IT 技術者も増えている［上林 2007: 24］。インテリ層が多く，比較的高収入で，

































数は，130 万人に及び，加工の拠点は 35,000 カ所もあり，その大部分が小規模な非組織部門
である［近藤 2007］。
















住の親族にもインタビューをした D 氏と E 氏の場合を取り上げて，御徒町在住宝石商がイン
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ド在住の親族とどのように結びついているのかを検討したい。
D 氏は，母方祖父の家系が 200 年前から宝石商であった。D 氏の母方祖父は，E 氏の祖父
の兄弟であるので，D 氏と E 氏は遠い親戚関係にある。D 氏の父方祖父はコルカタで繊維の
商売をしていたが上手くいかずジャイプールに移住した。両親はジャイプールで結婚し，父
親は代々宝石商の家系である母方親族の助けを借りて宝石商を始めた。D 氏は男性 4 人，女
性 1 人の 5 人兄弟の上から 4 番目である。男の兄弟 4 人は全員宝石商で，姉の夫も宝石商で










E 氏の家系は 500 年前から宝石商を継承してきた。カシミール，ニューデリー，ミャンマー，
カルカッタで宝石ビジネスをしていたが，今は亡きE氏の父親が色石の加工工場をジャイプー
ルに設立した。当時はラジャスターン州に鉱山を所持し，鉱山から原石を掘って工場で加工
していた。E 氏は 12，3 歳の頃から父親の仕事を見て学んでいた。父親は，昔から日本人宝
石商とつながりがあり，来日したこともあったので，E 氏の来日時には，父親の知り合いの
日本人宝石商に助けられた。E 氏は男性 7 人，女性 4 人の 11 人兄弟の上から 8 番目である。
男性 7 人とその息子達は全員宝石商である。E 氏の兄弟であるジャイプール在住の J 氏と K
氏は，世界中のバイヤーから原石を買って，共同で営む工場で色石やダイヤモンドを研磨加





支社がある。E 氏の長男は香港支社で，次男 P 氏は E 氏と一緒に，宝石商として働いている。
E 氏の会社は，ジャイプールの兄弟の営む工場の色石の輸入がビジネスの中心ではないが，
E 氏は仕事でよくジャイプールに滞在し，兄弟に会っている。






た。そして，D 氏と E 氏は，ビジネスだけではなく，夏休みと冬休みには半月から 1 か月間
ジャイプールの親族宅に滞在し，来日後もジャイプール在住の親族と密接な関係を保ってい
た。さらに，D 氏の場合，ジャイプール在住の妻の母親が毎年 1，2 か月間来日し D 氏宅に
滞在していた。
また，D 氏と E 氏以外の御徒町在住宝石商は，兄弟がインドに原石の加工工場を保持して













































在日ジャイナ教徒の次世代は，30 代後半が最年長者であり，日本で育った 37 歳の M 氏は，
幼い頃はあまりインド人の子どもはいなかったと語った。10 歳後半から 20 代の若者は人数
が多くなる。次世代のインタビュー対象者 5 名（表３参照）の内，L 氏は幼稚園から高校ま
で日本語を教授語とする学校で日本人と同様の教育を受け，現在はロンドンの大学に留学し
ている。M 氏はジャイプールの寮制学校に入り高校卒業後来日し，日本語学校を経て日本の
大学を卒業している。N 氏と O 氏，P 氏は，日本の地元の保育園に通った後，小学校から高
校までインターナショナル・スクールに通っている。P 氏はインド文化に慣れた方がよいと
いう父親の勧めで小学校 1 年生から 3 年生までは母親と兄と一緒にインドに戻り，インドで






職業に関しては，L 氏と N 氏は大学生で，現在のところ宝石商になろうとは考えていない。
M 氏は 10 代の頃インドで宝石商の仕事を手伝ったことがあったが，自分には合わなかった
ので，現在は日本の証券会社で働いている。O 氏はアメリカの大学卒業後，アメリカで環境










既婚者は O 氏と P 氏の二人である。O 氏は，1 年前に仕事を通して知り合った日本人女性












18 歳までインドの寮制の学校に通った M 氏は，近くに母方祖母が住み，休みにはよく訪
れていた。M 氏が来日後には，祖母は年に 1 度は 2 か月くらい M 氏が両親と暮らす御徒町
の自宅に滞在し密接な関係を保っている。L 氏と N 氏，P 氏は大学生になるまでは，夏休み
に 2 か月間，冬休みに半月から 1 ヶ月間は親の出身地を訪問している。インドでは親族の家
に泊まり，いとこ達と遊んだりしていた。そして，インド滞在中に一度は 300 人から 400 人
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くらいの親族が集まってパーティーが開かれていたので，遠い親戚でも顔は知っている。









M 氏だけで，他の 4 名の場合，会話はできるが読み書きはあまりできない。O 氏は両親とは
グジャラティ語で会話している。高校まで日本語を教授語とする学校に通った L 氏のみ，日
本人と同じレベルの日本語能力があり，英語の会話も読み書きもできる。インターナショナ
ル・スクールに通った N 氏と P 氏，O 氏は，日本語での会話は問題ないが，読み書きはほと













O 氏と P 氏の通ったインターナショナル・スクールには日本人生徒が多く，インド人生徒
もいたが，二人共，学校での友人はほとんどが日本人であった。インターナショナル・スクー
ルに通う日本人生徒は，帰国子女や，親が裕福で英語教育を受けさせることを望んでいた。

















































ると考える。また 20 代前半の N 氏と L 氏以外は，ジャイナ教徒コミュニティを通してイン
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者にみるトランスナショナリズムに関する比較研究」（研究代表者：山本須美子，2019 年度
-2021 年度）の研究成果である。
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